
『
太
平
記
抄
』
に
つ
い
て

「
太
平
記
鐵
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
『
太
平
記
』
研
究
史
の
一
章

　
　
　
　
は
じ
め
に

　
中
世
末
期
の
十
六
世
紀
後
半
に
は
、
戦
国
武
家
を
中
心
と
し
た
、
『
太
平
記
』

へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
反
映
し
て
、
そ
の
伝
本
の
書
写
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

存
諸
伝
本
の
大
部
分
が
、
こ
の
期
に
成
立
し
た
こ
と
に
っ
い
て
は
、
旧
稿
に
お

い
て
展
望
を
試
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
書
写
に
よ
る
流
布
・
普
及
に
は
、
お

の
ず
か
ら
限
界
が
存
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
、
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
永
禄
期
（
一
五
五

八
－
七
〇
）
あ
た
り
か
ら
急
速
に
行
わ
れ
は
じ
め
た
活
字
に
よ
る
印
刷
、
い
わ

ゆ
る
古
活
字
版
の
板
行
で
あ
る
。
『
太
平
記
』
の
古
活
字
版
の
開
板
は
、
無
刊

記
で
あ
る
が
、
慶
長
七
年
（
ニ
ハ
〇
二
）
の
五
十
川
了
庵
開
板
か
と
推
定
さ
れ

る
片
仮
名
交
り
古
活
字
版
を
皮
切
り
に
、
片
仮
名
交
り
本
と
し
て
は
、
慶
長
八

年
刊
本
・
慶
長
十
年
刊
本
・
慶
長
十
二
年
刊
本
・
慶
長
十
五
年
刊
本
た
ど
九
種

四
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
　
　
美
　
　
　
　
宏

が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
平
仮
名
交
り
本
も
、
慶
長
十
四
年
刊
本
な
ど
三
種
が
刊

行
さ
れ
て
い
る
。
元
和
八
年
（
ニ
ハ
ニ
ニ
）
以
後
、
お
び
た
だ
し
く
刊
行
さ
れ

た
整
版
本
を
ふ
く
め
て
、
近
世
初
頭
の
十
七
世
紀
は
、
い
わ
ぱ
『
太
平
記
』
の

刊
本
に
よ
る
大
普
及
時
代
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
刊
本
は
、
近

世
に
お
い
て
は
、
「
印
本
」
と
か
「
俗
本
」
と
か
乎
ば
れ
、
近
代
に
お
い
て
は
、

流
布
本
と
総
称
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
こ
れ
ら
の
流
布
刊
本
に
っ
い
て
は
、
川
瀬
一
馬
・
釜
田
喜
三
郎
・
高
橋
貞

　
　
　
　
　
　
◎

一
・
長
谷
川
端
の
各
氏
ら
に
よ
っ
て
、
そ
の
刊
行
状
況
や
刊
本
相
互
の
異
同
た

ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
ょ
っ
て
、
十
七
世
紀
前
半
に

お
け
る
『
太
平
記
』
関
係
書
の
刊
行
た
ら
び
に
著
述
の
状
況
を
年
表
風
に
ま
と

め
て
お
く
こ
と
と
す
る
。



慶
長

元
和

寛
永

正
保

　
七

　
八

九
一
〇

一
二

一
二

一
四

一
五九二八

　
九

　
元

　
八

二
〇

　
二

慶
安
　
三

一
六
〇
二

　
〇
三

　
〇
四

　
〇
五

　
〇
七

　
〇
七

　
〇
九

　
一
〇一

四

ニ
ハ

ニ
ニ

二
一
二

二
四

三
一

四
三

四
五

五
〇

片
仮
名
古
活
字
版
（
無
刊
記
、
五
十
川
了
庵
開
板
？
）

片
仮
名
古
活
字
版
（
富
春
堂
刊
）
〔
江
戸
開
幕
〕

「
楠
正
成
伝
」
（
林
羅
山
）
成
ル

片
仮
名
古
活
字
版
（
要
法
寺
版
カ
）

片
仮
名
古
活
字
版

『
太
平
記
賢
愚
抄
』
刊
行

平
仮
名
古
活
字
版
（
存
庵
開
板
）

片
仮
名
古
活
字
版
（
春
枝
開
板
）

『
太
平
記
鐵
』
『
太
平
記
音
義
』
成
立
・
刊
行

片
仮
名
古
活
字
版
（
慶
長
年
中
刊
）
〔
大
阪
冬
の
陣
〕

片
仮
名
古
活
字
版

片
仮
名
整
版

『
太
平
記
評
判
秘
俵
理
尽
抄
』
成
ル
カ

片
仮
名
古
活
字
版
（
慶
長
元
和
年
中
刊
、
数
種
ア
リ
）

平
仮
名
古
活
字
版

片
仮
名
整
版

片
仮
名
古
活
字
版
（
寛
水
年
中
刊
、
数
種
ア
リ
）

『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
抄
』
刊
行

『
恩
智
左
近
太
郎
聞
書
』
刊
行

平
仮
名
古
活
字
版
（
荒
木
利
兵
衛
開
板
）

　
こ
の
よ
う
な
『
太
平
記
』
の
広
範
な
流
布
は
、
必
然
的
に
、
そ
の
読
解
・
鑑

賞
の
た
め
の
手
引
き
と
し
て
、
注
釈
書
の
出
現
を
う
な
が
す
こ
と
と
も
な
り
、

ま
ず
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
に
薯
わ
さ
れ
た
注
釈
書
『
太
平
記
賢
愚
抄
』

が
、
慶
長
十
二
年
（
ニ
ハ
〇
七
）
、
古
活
字
版
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
（
慶
長

十
五
年
に
も
刊
行
）
。

　
　
　
　
　
『
太
平
記
抄
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
『
太
平
記
賢
愚
抄
』
は
、
旧
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
　
『
太
平
記
』
中
の
要

語
．
難
語
に
つ
き
、
和
漢
の
出
典
を
挙
げ
て
注
解
を
加
え
よ
う
と
し
て
い
る
点

に
お
い
て
、
学
間
的
な
注
釈
の
端
緒
を
切
り
開
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
未
定
稿

的
な
彩
態
を
残
し
た
ま
ま
で
あ
る
と
い
っ
た
、
本
格
的
な
注
釈
書
と
し
て
は
、

不
備
な
面
を
持
っ
も
の
で
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
か
っ
た
。
『
賢
愚
抄
』
の

注
釈
の
大
部
分
は
、
『
太
平
記
』
の
当
該
本
文
を
見
出
し
語
と
し
て
掲
出
せ
ず
、

い
き
た
り
典
拠
の
文
章
な
ど
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
見
し
て
も
、

そ
の
注
解
が
、
ど
の
語
句
の
注
釈
で
あ
る
の
か
、
わ
か
ら
な
い
と
い
う
、
注
釈

書
と
し
て
は
致
命
的
と
も
い
え
る
不
便
さ
を
抱
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
『
太
平
記
』
の
読
解
な
ど
に
際
し
て
、
本
書
を
実
際
に
活
用
す
る
に
は
、
お

の
ず
か
ら
限
界
が
存
し
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
慶
長
十
五
年
（
：
ハ
一
〇
）
、
目
蓮
宗
の
学
僧
目

性
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
、
同
年
か
ら
寛
永
頃
に
か
げ
て
、
古
活
字
版
と
し
て
、

数
度
に
。
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
『
太
平
記
抄
』
で
あ
る
。
本
書
は
、
前

述
の
よ
う
な
『
賢
愚
抄
』
の
不
備
や
不
便
さ
を
補
う
ぱ
か
り
で
な
く
、
注
解
そ

の
も
の
に
お
い
て
も
、
　
『
太
平
記
』
の
内
容
理
解
と
つ
な
げ
て
ゆ
く
方
向
で
、

量
質
と
も
に
一
層
の
充
実
を
み
せ
、
現
代
に
お
い
て
も
な
お
参
照
す
る
に
。
足
る

本
格
的
な
注
釈
書
で
あ
り
、
水
戸
の
『
参
考
太
平
記
』
と
と
も
に
、
近
世
に
お

げ
る
『
太
平
記
』
研
究
書
の
双
壁
と
み
た
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、

こ
の
『
太
平
記
抄
』
に
つ
い
て
、
紹
介
と
検
討
を
行
い
、
『
太
平
記
』
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



　
　
　
　
　
『
太
平
記
抄
』
に
つ
い
て

史
・
注
釈
史
の
中
で
の
位
置
を
見
定
め
て
み
た
い
と
思
う

　
『
太
平
記
抄
』
は
、
古
活
字
版
『
太
平
記
』
の
難
語
・
人
名
．
地
名
等
に
音

義
を
注
し
た
『
太
平
記
音
義
』
と
あ
わ
せ
て
、
十
冊
本
の
古
活
字
版
と
し
て
、

慶
長
十
五
年
刊
本
を
は
じ
め
、
慶
長
～
寛
永
期
に
刊
行
さ
れ
た
数
種
の
版
が
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
確
証
は
な
い
が
、
巻
三
十
一
の
「
闘
静

堅
固
」
の
注
に
、
「
…
…
去
ル
天
文
二
十
年
カ
第
二
千
五
百
年
ニ
ア
タ
レ
リ
夫

ヨ
リ
已
来
タ
慶
長
十
五
年
マ
テ
ハ
五
十
九
年
二
成
ル
ナ
リ
」
と
み
え
る
と
こ
ろ

か
ら
、
慶
長
十
五
年
の
述
作
と
み
た
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
そ
の
著
者
に
。
つ
い
て
は
、
は
や
く
新
村
出
氏
が
、
要
法
寺
版
の
刊
行
で
知
ら

れ
る
京
都
要
法
寺
の
学
僧
世
雄
房
目
性
の
著
作
と
し
て
、

　
　
　
国
書
で
は
『
太
平
記
抄
』
十
冊
（
六
冊
又
は
八
冊
と
も
云
ふ
）
が
あ
る
が
、
『
倭

　
　
版
書
籍
考
』
巻
四
に
は
こ
れ
も
「
要
法
寺
世
雄
房
日
性
作
と
云
へ
り
」
と
あ
る
し
、

　
　
寺
で
作
っ
た
著
述
書
目
に
も
見
え
て
い
る
。

と
い
わ
れ
て
以
来
、
目
性
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
新
村
氏
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
要
法
寺
文
書
」
は
、
目
性
の
事
蹟

を
述
べ
た
箇
所
に
、
そ
の
著
書
と
し
て
、
「
太
平
記
抄
八
冊
」
を
挙
げ
て
い
る
。

世
雄
房
目
性
は
、
右
記
の
「
要
法
寺
文
書
」
た
ど
に
よ
る
と
、
慶
長
十
九
年

（
ニ
ハ
一
四
）
二
月
二
十
六
目
、
六
十
一
歳
で
入
寂
し
て
い
る
が
、
所
化
名
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

円
智
と
い
い
、
日
蓮
本
宗
の
本
山
要
法
寺
（
京
都
市
左
京
区
法
皇
寺
町
）
の
搭

頭
本
地
院
に
住
し
、
『
法
華
経
伝
記
』
（
慶
長
五
年
刊
）
、
『
倭
漢
皇
統
編
年
合
運

図
』
（
慶
長
五
年
刊
ほ
か
）
、
『
沙
石
集
』
（
慶
長
十
年
刊
）
た
ど
を
銅
活
字
で
開

板
し
て
お
り
、
寺
院
出
版
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
要
法
寺
版
刊

行
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
川
瀬
一
馬
氏
は
、
「
温
故
遺
文
」
（
前
田
松
雲
公
が
蒐
書
の
際
、
各
方
面

の
専
門
家
に
求
め
た
報
告
書
簡
集
）
第
一
冊
所
収
の
報
告
書
簡
中
に
、
円
智

（
目
性
）
が
『
倭
漢
合
運
図
』
の
著
者
で
あ
る
由
を
述
べ
た
後
に
、
「
太
平
記
抄

も
此
僧
之
作
二
而
世
雄
房
と
も
申
由
二
侯
。
世
雄
房
は
坊
号
、
円
智
は
名
に
て

候
。
又
目
之
字
付
申
名
も
別
に
有
之
由
申
者
侯
」
と
あ
る
の
を
紹
介
さ
れ
、

「
右
は
円
智
没
後
、
余
り
距
ら
ぬ
時
代
の
所
伝
で
あ
る
か
ら
、
太
平
記
抄
を
円

智
の
作
と
定
め
て
よ
い
と
思
ふ
。
因
み
に
右
の
報
告
の
文
中
の
目
の
字
の
つ
く

名
と
は
、
目
性
で
あ
る
こ
と
墜
言
ふ
ま
で
も
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
諸
点
を
あ
わ
せ
考
え
れ
ば
、
『
太
平
記
抄
』
の
著
者
は
、
世
雄
房

目
性
と
み
な
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
日
性
は
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
、
関
白
豊
臣
秀
次
の
下
命
に
ょ
っ

て
行
わ
れ
た
、
大
が
か
り
な
謡
曲
注
釈
作
業
、
い
わ
ゆ
る
『
謡
抄
』
の
作
成
に

関
わ
っ
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
新
井
白
石
の
『
紳
書
』
に
は
、
日
性

が
『
謡
抄
』
注
釈
の
『
平
家
物
語
』
に
関
す
る
部
分
で
、
山
中
検
校
と
い
う
琵

琶
法
師
の
説
を
引
い
た
こ
と
に
っ
い
て
、
秀
次
か
ら
誤
り
を
追
求
さ
れ
る
話
が



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

載
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
伊
藤
正
義
氏
は
、
日
性
の
『
謡
抄
』
注
釈
に

お
け
る
担
当
部
門
は
、
本
業
の
法
華
宗
に
関
わ
る
も
の
と
、
出
典
と
し
て
の

『
平
家
物
語
』
関
係
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
伊
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
『
謡
抄
』
注
釈
の
主
た
る
目
的
は
、
伝
統
的

に
仮
名
書
き
で
あ
る
謡
本
の
本
文
に
、
正
し
い
漢
字
を
あ
て
て
意
味
を
明
確
な

ら
し
め
、
そ
の
字
義
を
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
漢
字
の
多

い
『
太
平
記
』
注
釈
の
場
合
は
、
む
し
ろ
逆
に
漢
字
に
音
訓
を
付
け
る
こ
と
が
、

ま
ず
必
要
だ
っ
た
わ
け
で
、
目
性
の
『
太
平
記
抄
』
『
太
平
記
音
義
』
は
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
要
請
に
こ
た
え
て
い
る
が
、
増
田
欣
氏
は
、
そ
の
『
太
平
記
抄
』
注
釈
に
は
、

『
謡
抄
』
注
釈
作
業
に
参
加
し
た
経
験
・
実
績
が
大
い
に
与
っ
て
い
よ
う
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
「
要
法
寺
文
書
」
を
み
る
と
、
目
性
が
要
法
寺
に
お
い
て
、
諸
門
跡

を
は
じ
め
「
公
家
衆
、
禅
宗
五
山
衆
僧
等
」
に
。
、
内
典
・
外
典
を
講
釈
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
後
陽
成
院
依
勅
命
、
参
内
院
参
及
数
度
、
講
釈
外

典
」
と
も
あ
る
よ
う
に
１
、
本
業
で
あ
る
仏
典
講
釈
の
ほ
か
に
、
と
く
に
外
典
の

講
釈
を
得
意
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

『
太
平
記
抄
』
注
釈
に
お
い
て
、
目
性
が
仏
典
の
み
な
ら
ず
、
中
国
古
典
や
国

書
な
ど
外
典
の
引
用
・
考
証
に
も
大
い
に
力
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
と
符
合
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
目
性
は
、
「
慶
長
時
代
の
博
識
者
で
あ
り
注
釈
者
で
あ
り
編
纂

　
　
　
　
　
『
太
平
記
抄
』
に
つ
い
て

＠
家
」
で
あ
り
、
名
注
釈
書
『
太
平
記
抄
』
の
著
者
た
る
に
、
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ

し
い
人
物
で
あ
る
こ
と
は
確
認
で
き
た
か
と
思
う
。

　
っ
い
で
な
が
ら
、
さ
き
に
－
か
か
げ
た
十
七
世
紀
前
半
に
お
げ
る
『
太
平
記
』

関
係
書
の
刊
行
．
著
述
略
年
表
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期

に
。
は
、
『
太
平
記
』
に
、
主
と
し
て
政
道
や
兵
法
の
面
か
ら
論
評
を
加
え
、
異

伝
異
説
を
収
め
た
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
抄
』
が
出
現
し
、
主
に
武
士
階
級

の
人
々
を
対
象
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
『
理
尽
抄
』
講
釈
の
テ
キ
ス
ト
と
た
り
、

ま
た
一
般
大
衆
む
げ
の
『
太
平
記
』
講
釈
に
も
利
用
さ
れ
て
、
か
な
り
た
流
布

を
み
せ
て
い
る
。

　
こ
の
『
理
尽
抄
』
の
著
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
や
宣
布
に
大
き
た

役
割
を
果
し
た
の
は
、
版
本
奥
書
に
名
の
み
え
て
い
る
大
運
院
陽
翁
た
る
人
物

で
あ
る
が
、
彼
は
、
も
と
京
都
の
大
光
山
本
囲
寺
（
目
蓮
宗
大
本
山
の
一
）
に

住
し
、
の
ち
加
賀
に
移
っ
て
前
田
利
常
に
仕
へ
、
法
名
を
日
応
と
も
（
『
金
沢

古
蹟
志
』
な
ど
）
、
日
勝
と
も
（
『
本
朝
世
事
談
椅
』
な
ど
）
と
も
い
い
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

法
華
法
印
と
通
称
さ
れ
た
こ
と
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
日
蓮
宗
の
僧
侶
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
法
華
法
印
陽
翁
と
い
い
、
要
法
寺
の
学
僧
目
性
と
い

い
、
こ
の
時
期
の
『
太
平
記
』
の
研
究
や
宣
布
に
、
目
蓮
宗
の
僧
侶
が
、
そ
ろ

っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
、
　
『
太
平
記
』
と
目
蓮
宗
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
、
興
味
深
い
事
実
と
い
え
よ
う
。

　
た
お
、
『
太
平
記
抄
』
と
あ
わ
せ
て
刊
行
さ
れ
た
『
太
平
記
音
義
』
二
巻
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



　
　
　
　
　
『
太
平
記
抄
』
に
つ
い
て

冊
は
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
『
太
平
記
』
中
の
難
語
・
固
有
名
詞
た
ど

の
音
訓
を
注
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
太
平
記
抄
』
と
一
対
を
な
す
注
釈
書
と
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
書
も
ま
た
、
著
者
や
成
立
時
期
に
っ
い
て
の
明
証
を
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

い
て
い
る
。
し
か
し
、
『
弘
文
荘
古
活
字
版
目
録
』
（
昭
４
７
）
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
本
書
第
十
巻
の
注
の
中
に
、

　
　
黄
石
公
カ
虎
ヲ
縛
ス
ル
手
ト
云
事
ヲ
注
セ
サ
ル
故
二
今
コ
レ
ヲ
云
フ
魏
志
云
呂
布
傳

　
　
縛
虎
不
得
不
急
云
云
今
ハ
戦
ノ
急
ナ
ル
事
ヲ
云
乎

と
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
『
太
平
記
鉢
』
に
注
し
洩
ら
し
た
語
句
の
注
釈
を
補

う
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
『
音
義
』
が
と
り
あ
げ
て
音
訓
を
注
し
た
語
句
を
全
体
的

に
見
わ
た
し
て
み
て
も
、
　
『
抄
』
が
注
釈
を
加
え
て
い
る
語
句
と
重
な
る
場
合

が
多
い
が
、
『
抄
』
に
見
え
な
い
語
句
も
少
た
く
な
く
、
『
音
義
』
は
、
『
抄
』

に
注
釈
し
た
語
句
に
音
訓
を
加
え
、
あ
わ
せ
て
『
抄
』
に
洩
れ
た
語
句
の
注
を

補
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
両
書
が
表
裏
一
体
を
た

す
も
の
で
あ
り
、
　
『
音
義
』
も
『
抄
』
と
同
じ
著
者
の
手
に
た
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
本
書
も
『
太
平
記
紗
』
と
同
じ
く
、
僧
日
性
が
慶

長
十
五
年
頃
に
著
作
し
た
も
の
と
み
な
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
注

釈
内
容
た
ど
に
つ
い
て
、
『
太
平
記
抄
』
と
あ
わ
せ
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に

し
た
い
と
思
う
。二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

　
『
太
平
記
抄
』
に
つ
い
て
は
、
「
故
事
難
語
に
就
い
て
外
典
・
内
典
・
私
書
か

　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ら
博
引
を
な
し
」
、
　
「
引
例
・
考
証
・
解
説
も
精
密
、
適
切
で
あ
り
」
、
『
太
平

記
』
注
釈
書
中
の
白
眉
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
、
は
や
く
か
ら
定
着
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
＠

亀
田
純
一
郎
氏
は
、
さ
ら
に
「
『
賢
愚
抄
』
よ
り
詳
し
い
が
、
彼
の
増
補
で
は

た
く
て
、
別
途
独
立
の
撰
述
で
あ
る
」
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
戦
後
に
お
い
て
は
、
釜
田
喜
三
郎
氏
が
、
そ
の
注
釈
の
対
象
と
し
た
『
太
平

記
』
本
文
は
、
慶
長
七
年
古
活
字
本
の
系
統
か
と
さ
れ
、
さ
ら
に
『
太
平
記
』

の
名
義
に
っ
い
て
、
　
『
抄
』
が
乱
世
を
そ
し
り
風
刺
す
る
意
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
の
は
、
一
説
と
し
て
顧
み
ら
る
べ
き
価
値
を
持
つ
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
は
辞
典
や
研
究
史
の
中
で
、
簡
単
に
ふ
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

田
欣
氏
の
『
「
太
平
記
」
の
比
較
文
学
的
研
究
』
に
お
い
て
、
そ
の
注
釈
の
内

容
や
特
徴
に
っ
い
て
、
は
じ
め
て
詳
細
た
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
氏
は

『
太
平
記
抄
』
が
先
行
の
『
賢
愚
抄
』
に
比
し
て
、
格
段
の
充
実
・
飛
躍
を
示

し
て
い
る
こ
と
を
、
量
質
両
面
か
ら
論
証
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
量
的
た
面
で

は
、
『
賢
愚
抄
』
の
三
倍
の
分
量
に
増
大
し
、
引
用
漢
籍
の
種
類
も
八
十
種
あ

ま
り
ふ
え
て
、
二
百
種
以
上
に
の
ぽ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
そ
の
主
要
な
出
典

を
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
増
田
氏
は
、
『
太
平
記
抄
』
の
、
こ
う
し
た
博
引
広
証
ぶ
り
に
注
目
す

る
ぱ
か
り
で
な
く
、
典
拠
と
『
太
平
記
』
の
叙
述
と
を
、
実
証
的
か
っ
批
判
的

に
対
比
し
て
記
述
す
る
と
い
う
、
著
者
日
性
の
学
間
的
態
度
を
、
具
体
例
を
挙



げ
て
検
証
し
、
そ
の
意
欲
と
成
果
を
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
『
太
平
記
紗
』
の
内
容
や
特
徴
的
た
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
右
記
の
諸
先

学
の
高
見
、
と
く
に
増
田
氏
の
御
論
に
、
ほ
ぽ
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ

い
が
、
氏
が
検
討
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
主
に
漢
籍
で
あ
り
、
仏
典
・
国
書

た
ど
に
は
多
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
点
た
ど
、
蛇
足
を
加
え
る
多
少
の
余
地
も

あ
り
そ
う
な
の
で
、
以
下
、
い
く
つ
か
調
査
し
た
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
を
述

べ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
さ
て
、
『
太
平
記
抄
』
は
、
全
体
の
分
量
が
『
賢
愚
抄
』
の
約
三
倍
に
増
大

し
て
い
る
こ
と
は
、
増
田
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
（
国
文
注
釈

全
書
に
お
げ
る
両
書
の
翻
刻
頁
数
は
、
『
賢
愚
抄
』
九
十
一
頁
に
対
し
、
『
太
平

記
抄
』
は
二
百
七
十
七
頁
で
あ
る
）
、
両
書
が
と
り
上
げ
て
い
る
注
解
の
項
目

数
は
、
『
賢
愚
抄
』
の
約
二
千
二
百
項
目
に
対
し
、
『
太
平
記
抄
』
は
二
千
四
百

五
十
九
項
目
と
、
そ
れ
ほ
ど
の
差
は
み
ら
れ
な
い
。

　
項
目
数
が
あ
ま
り
増
加
し
て
い
な
い
の
に
、
注
釈
の
分
量
が
三
倍
に
も
増
え

て
い
る
の
は
、
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
『
太
平
記
抄
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

注
釈
が
、
格
段
に
詳
細
精
密
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
旧
稿
で
も

ふ
れ
た
が
、
『
賢
愚
抄
』
の
注
釈
は
、
例
え
ば

　
　
鯨
波
　
ト
キ
ノ
コ
イ
　
　
進
　
マ
イ
ラ
ス
ル
　
　
下
松
　
サ
カ
リ
マ
ツ

と
い
っ
た
よ
う
な
、
当
該
語
句
の
音
訓
を
示
す
程
度
の
も
の
が
、
全
巻
約
二
千

　
　
　
　
　
『
太
平
記
抄
』
に
つ
い
て

二
百
項
目
の
う
ち
、
ほ
ぽ
六
割
に
あ
た
る
千
三
百
余
項
目
も
あ
り
、
典
拠
の
文

な
ど
を
引
い
て
い
る
の
は
、
残
り
四
割
の
約
九
百
項
目
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
『
太
平
記
妙
』
は
、
音
訓
を
付
す
る
程
度
の
注
釈
は
、
『
太
平
記
音

義
』
に
ゆ
ず
り
、
ほ
ぼ
全
項
目
に
つ
い
て
、
典
拠
を
あ
げ
た
り
、
考
証
・
解
説

な
ど
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
太
平
記
抄
』
の
付
録
の
よ
う
な
形
で
、
著
述
・
刊
行
さ
れ
た
『
太
平
記
音

義
』
は
、
三
千
九
百
四
項
目
の
語
句
に
つ
い
て
音
訓
を
注
し
て
お
り
（
一
部
の

人
名
な
ど
は
音
訓
以
外
の
注
釈
も
付
す
）
、
『
太
平
記
抄
』
と
重
な
る
語
句
も
多

い
げ
れ
ど
も
、
単
純
計
算
で
両
書
の
項
目
数
を
合
計
す
る
と
、
六
千
三
百
六
十

三
項
目
に
の
ぽ
る
の
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
音
訓
の
み
を
付
し
た
よ
う
た
注
釈
も

す
べ
て
計
上
す
れ
ば
、
『
賢
愚
抄
』
約
二
千
二
百
項
目
↓
『
太
平
記
』
十
『
太
平

記
音
義
』
六
千
三
百
六
十
三
項
目
と
な
り
、
ま
た
出
典
を
引
用
・
考
証
す
る
な

ど
、
実
質
的
に
注
釈
と
み
な
さ
れ
る
項
目
で
い
え
ぼ
、
『
賢
愚
抄
』
約
九
百
項

目
↓
『
太
平
記
抄
』
二
千
四
百
五
十
九
項
目
と
な
っ
て
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
、

量
的
た
面
に
お
げ
る
『
太
平
記
抄
』
の
充
実
ぶ
り
が
裏
づ
け
ら
れ
る
わ
げ
で
あ

る
。　

ま
た
、
『
賢
愚
抄
』
で
は
、
前
半
部
（
序
・
巻
一
～
巻
二
十
）
が
約
千
四
百

三
十
項
目
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
半
部
（
巻
二
十
一
～
巻
四
十
）
が
約
七
百
七

十
項
目
と
、
大
き
な
落
差
が
み
ら
れ
、
前
半
部
の
丁
寧
さ
と
後
半
部
の
疎
略
さ

が
、
数
字
的
に
も
歴
然
と
出
て
い
た
が
、
『
太
平
記
抄
』
の
場
合
は
、
前
半
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
　
　
　
『
太
平
記
抄
』
に
っ
い
て

千
三
百
三
十
五
項
目
、
後
半
部
千
百
二
十
四
項
目
と
い
う
よ
う
に
、
あ
ま
り
差

が
み
ら
れ
ず
、
後
半
部
に
至
る
ま
で
、
一
終
始
丁
寧
た
目
く
ぽ
り
の
行
わ
れ
た
こ

と
が
、
デ
ー
タ
の
上
で
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

三

　
と
こ
ろ
で
、
『
太
平
記
抄
』
の
大
き
な
特
徴
の
一
っ
は
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た

よ
う
に
、
『
太
平
記
』
中
の
難
語
・
固
有
名
詞
に
つ
い
て
、
漢
籍
・
仏
典
・
和

書
か
ら
博
引
し
、
考
証
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
漢
籍
に
つ
い
て
は
、
前
記

の
増
田
氏
に
よ
る
紹
介
・
検
討
が
あ
る
の
で
、
次
に
仏
典
と
和
書
に
つ
い
て
、

そ
の
主
要
た
出
典
な
ど
を
一
瞥
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
ま
ず
仏
典
類
に
っ
い
て
で
あ
る
が
、
先
行
の
『
賢
愚
抄
』
の
場
合
、
著
者
釈

乾
三
が
仏
家
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仏
典
か
ら
の
引
用
は
、
延
べ
数
に
し

て
も
四
十
数
回
程
度
に
す
ぎ
ず
、
蕗
籍
・
国
書
に
比
し
て
、
少
な
さ
が
目
立
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
旧
稿
で
指
摘
し
た
が
、
『
太
平
記
抄
』
は
、
こ
の

面
に
お
い
て
も
充
実
ぶ
り
を
み
せ
て
い
る
。

　
『
太
平
記
抄
』
が
典
拠
と
し
て
引
い
て
い
る
仏
典
類
は
、
ほ
ぼ
百
種
近
く
に

の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
引
用
頻
度
数
の
高
い
も
の
を
十
位
ま
で
あ
げ
て
み

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
１
、
『
大
智
度
論
』
　
　
　
２
３

　
　
２
、
『
法
華
経
』
　
　
　
　
１
６

　
　
３
、
『
天
台
摩
詞
Ｌ
Ｌ
観
』
　
１
０

、４，４，４，７，７，９

　
，

９

『
ム
祖
統
紀
』

『
法
華
文
句
』

『
一
切
経
音
義
』

『
倶
舎
論
』

『
仁
王
経
』

『
華
厳
経
』

『
長
阿
含
経
』

７７７６６５５

五
二

　
右
の
ほ
か
、
二
回
以
上
、
引
用
さ
れ
て
い
る
仏
典
類
を
挙
げ
て
み
る
と
、

『
浬
繋
経
』
『
賢
愚
経
』
（
以
上
各
４
回
）
、
『
梵
網
経
』
『
観
仏
三
昧
経
』
（
以
上

各
３
回
）
、
『
増
一
阿
含
経
』
『
浄
名
経
』
『
六
波
羅
密
径
』
『
大
目
経
』
『
大
金
色

孔
雀
王
児
経
』
『
弥
勒
下
生
経
』
『
金
剛
経
』
『
薬
師
本
願
功
徳
経
』
『
金
光
明
最

勝
王
経
』
『
楊
伽
経
』
『
新
牽
厳
経
』
『
捻
伽
師
地
論
』
『
法
華
音
義
』
『
倶
舎
論

疏
』
『
碧
厳
録
』
（
以
上
各
２
回
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
増
田
氏
が
漢
籍

に
数
え
ら
れ
て
い
る
『
法
苑
珠
林
』
（
唐
の
道
世
撰
）
『
釈
氏
要
覧
』
（
宋
の
道

誠
撰
）
な
ど
も
、
仏
教
の
故
実
や
名
目
を
分
類
注
釈
し
た
も
の
で
、
仏
典
の
一

種
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
目
性
は
目
蓮
宗
（
法
華
宗
）
の
僧
侶
で
あ
っ
た
か
ら
、
『
法
華
経
』
『
法
華
文

句
』
な
ど
が
多
く
引
か
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
禅
宗
で
尊

重
さ
れ
た
『
碧
巌
録
』
や
浄
土
宗
の
根
本
宗
典
で
あ
る
法
然
の
『
選
択
集
』
な

ど
を
引
い
て
い
る
こ
と
で
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ほ
ど
宗
派
色
を
感
じ

さ
せ
ず
、
広
い
目
く
ぱ
り
を
も
っ
て
、
多
種
の
経
典
・
仏
書
に
出
典
を
求
め
て



い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。

　
次
に
。
典
拠
を
国
書
に
求
め
た
例
は
、
漢
籍
・
仏
典
に
く
ら
べ
る
と
少
た
い
が

そ
れ
で
も
引
用
書
は
三
十
種
を
超
え
て
い
る
。
仏
典
の
場
合
と
同
じ
く
、
引
用

頻
度
数
の
高
い
も
の
を
十
位
ま
で
挙
げ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

、１２

　
．

３４５６７８９

０
，

１

０
，

１

（
Ｕ
，１

『
目
本
書
紀
』

『
元
亨
釈
書
』

『
和
漢
朗
詠
集
』

『
源
平
盛
衰
記
』

『
古
今
和
歌
集
』

『
新
古
今
和
歌
集
』

『
伊
勢
物
語
』

『
職
原
鐵
』

『
扶
桑
略
記
』

『
源
氏
物
語
』

『
拾
芥
抄
』

『
歌
林
良
材
集
』

３２

＾
ソ
］

２９１４１０１９７５４３３３

　
右
の
う
ち
、
日
本
の
高
僧
伝
を
主
軸
と
し
た
仏
教
史
書
で
あ
る
『
元
享
釈

書
』
（
虎
関
師
錬
著
）
と
、
仏
教
を
中
心
と
し
た
わ
が
国
の
編
年
体
通
史
で
あ

る
『
扶
桑
略
記
』
（
皇
円
著
）
の
両
書
は
、
仏
書
と
し
て
も
数
え
得
る
も
の
で

あ
る
。
『
職
原
妙
』
（
北
畠
親
房
著
）
と
『
拾
芥
抄
』
（
洞
院
公
賢
編
）
は
、
有

職
故
実
の
書
で
あ
り
、
『
歌
林
良
材
集
』
は
一
条
兼
良
撰
の
歌
学
書
で
あ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
（
『
目
本
紀
』
と
表
記
す
る
）
を
出
典
と
す
る
も
の
が
多
い
の

　
　
　
　
　
『
太
平
記
抄
』
に
つ
い
て

、

は
、
『
太
平
記
』
が
、
「
剣
巻
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
た
、
日
本
開
闘
や
神

代
の
物
語
、
或
い
は
神
道
関
係
の
記
事
を
多
く
収
め
て
い
る
こ
と
と
関
わ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
平
家
物
語
』
を
典
拠
と
し
て
、
わ
ず
か
二
回
し
か
引
い

て
い
た
い
の
に
対
し
、
『
源
平
盛
衰
記
』
を
十
四
回
も
挙
げ
て
い
る
と
い
う
事

実
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
－
か
け
て
の
、
両
書
の
流
布
や
評
価
に
っ
い
て
、
示
竣

す
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。

　
右
の
ほ
か
、
二
回
挙
げ
ら
れ
て
い
る
国
書
は
、
『
古
語
拾
遺
』
『
東
鑑
』
『
延

喜
式
』
「
神
砥
令
」
な
ど
で
あ
り
、
一
回
だ
け
の
も
の
は
、
『
古
事
記
』
『
続
目

本
紀
』
『
弘
仁
式
』
『
公
事
根
源
抄
』
『
神
名
帳
』
『
拾
遺
集
』
『
三
国
伝
記
』
『
公

卿
補
任
』
『
増
嚢
抄
』
『
下
学
集
』
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
一
回
だ
げ
の
も
の

で
は
、
『
寛
平
ノ
御
記
』
『
宇
多
天
皇
ノ
御
記
』
『
法
性
寺
関
白
ノ
記
』
『
清
少
納

言
ノ
記
』
と
い
っ
た
よ
う
な
通
称
を
記
し
た
も
の
や
、
　
『
本
朝
国
史
』
の
よ
う

に
、
現
存
が
確
認
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
典
拠
の
中
に
は
、
『
目
本
紀
』
『
古
事
記
』
『
続
日
本
紀
』

「
神
砥
令
」
『
弘
仁
式
』
『
延
喜
式
』
『
寛
平
ノ
御
記
』
『
字
多
天
皇
ノ
御
記
』
な

ど
の
よ
う
に
１
、
『
公
事
根
源
抄
』
か
ら
の
抄
出
記
事
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。

四

『
太
平
記
抄
』
の
注
釈
は
、

右
に
み
た
よ
う
に
、

和
漢
の
書
に
典
拠
を
博
捜

五
三



　
　
　
　
　
『
太
平
記
抄
』
に
つ
い
て

し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
に
注
釈
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
先
行
の
『
賢

愚
抄
』
を
対
比
さ
せ
つ
つ
検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
『
太
平
記
抄
』
と
『
賢
愚
抄
』
の
関
わ
り
を
み
て
お
き
た
い
が
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

に
つ
い
て
は
、
旧
稿
に
お
い
て
、
『
太
平
記
』
巻
一
の
「
騒
人
」
の
注
解
に
、

　
　
○
騒
人
墨
客
ト
テ
詩
歌
ヲ
モ
ア
ソ
ヒ
風
流
ナ
ル
人
ヲ
云
ソ
唐
詩
目
騒
人
遥
駐
木
蘭
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賢
愚
抄
）

　
　
○
騒
人
墨
客
ト
云
テ
詩
歌
ヲ
モ
テ
ア
ソ
フ
風
流
ナ
ル
人
ヲ
云
也
玉
屠
ニ
ハ
騒
翁
墨
客

　
　
　
ト
モ
ア
ル
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
太
平
記
抄
）

と
あ
る
例
を
あ
げ
て
、
　
『
太
平
記
抄
』
の
注
釈
は
『
賢
愚
抄
』
の
そ
れ
を
う
け

つ
ぎ
な
が
ら
発
展
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
的
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
も
っ
と
明
白
な
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
　
『
太
平
記
』
巻
二
「
俊
基
朝
臣
再
関

東
下
向
事
」
に
み
え
る
著
名
な
道
行
文
注
解
の
一
部
を
対
比
し
て
み
る
と
、

　
　
○
近
江
路
古
歌
云
近
江
路
ヲ
朝
立
ク
レ
ハ
ウ
ネ
ノ
・
二
田
鶴
ソ
鳴
ナ
ル
明
ヌ
此
夜

　
　
　
ハ
宇
禰
野
ハ
野
路
ノ
ホ
ト
リ
ナ
リ

　
　
○
時
雨
モ
イ
タ
ク
　
古
今
貫
之
歌
二

　
　
　
　
白
露
モ
時
雨
モ
イ
タ
ク
モ
リ
山
ノ
下
葉
ノ
コ
ラ
ス
色
ツ
キ
ニ
ケ
リ

　
　
○
鏡
山
古
今
大
伴
黒
主
歌
二

　
　
　
　
鏡
山
イ
サ
立
ヨ
リ
テ
見
テ
ユ
カ
ソ
年
ヘ
ヌ
ル
身
ハ
老
ヤ
シ
ヌ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賢
愚
抄
）

　
　
○
近
江
路
ヤ
世
ノ
ウ
ネ
ノ
野
古
歌
二

　
　
　
　
近
江
路
ヲ
朝
立
ク
レ
ハ
ウ
ネ
ノ
・
二
田
鶴
ソ
鳴
ナ
ル
明
ヌ
此
夜
ハ
　
宇
禰
野
ハ

　
　
　
野
路
ノ
ホ
ト
リ
也

　
　
○
時
雨
モ
イ
タ
ク
　
古
今
貫
之
歌
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

　
　
　
　
白
露
モ
時
雨
モ
イ
タ
ク
モ
リ
山
ノ
下
葉
ノ
コ
ラ
ス
色
ツ
キ
ニ
ケ
リ

　
　
○
鏡
山
古
今
大
伴
黒
主
歌
二

　
　
　
　
鏡
山
イ
サ
立
ヨ
リ
テ
見
テ
ユ
カ
ソ
年
ヘ
ヌ
ル
身
ハ
老
ヤ
シ
ヌ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
太
平
記
抄
）

と
な
っ
て
い
る
。
両
者
は
、
ほ
ぽ
同
文
と
い
っ
て
よ
い
が
、
偶
然
の
符
合
と
は

考
え
に
く
く
、
『
太
平
記
抄
』
が
『
賢
愚
抄
』
の
注
釈
を
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま

ま
の
移
で
、
と
り
こ
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
『
太
平
記
抄
』
は
、
巻
四
の
「
敗
軍
之
将
再
不
謀
」
と
い
う
語
句
に
、

「
此
次
句
二
亡
国
之
大
夫
不
可
以
図
存
ト
史
記
ノ
九
十
一
ノ
語
也
」
と
注
を
付

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
史
記
』
の
巻
九
十
二
（
「
准
陰
侯
列
伝
」
第
三
十
二
）

の
誤
り
で
あ
る
。
『
賢
愚
抄
』
の
同
じ
箇
所
の
注
に
、
「
敗
軍
之
将
不
可
星
言
勇

亡
国
之
大
夫
不
可
以
図
存
　
史
記
九
十
一
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
た
ど
も
『
太

平
記
抄
』
が
『
賢
愚
抄
』
の
誤
り
を
踏
襲
し
た
結
果
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
『
太
平
記
抄
』
は
、
先
行
の
『
賢
愚
抄
』
か
ら
直
接
的
影
響
を

受
け
、
そ
の
成
果
を
継
承
し
つ
つ
成
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
さ
き
に
も

述
べ
た
よ
う
に
、
『
太
平
記
抄
』
は
、
『
賢
愚
抄
』
を
う
け
っ
い
で
、
そ
れ
を
増

補
し
た
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
注
釈
の
質
に
お
い
て
、
『
賢
愚
抄
』

を
大
き
く
超
え
る
も
の
と
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
点
に
つ
い
て

具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。

　
『
太
平
記
』
巻
二
「
俊
基
朝
臣
再
関
東
下
向
事
」
の
章
に
、
関
東
に
護
送
さ



れ
る
俊
基
が
、
遠
江
の
菊
川
に
お
い
て
、
承
久
の
乱
の
折
、
こ
こ
で
斬
ら
れ
た

と
い
う
葉
室
光
親
の

　
　
昔
南
陽
県
菊
水
汲
下
流
而
延
齢

　
　
今
東
海
道
菊
河
宿
西
岸
而
終
命

と
い
う
詩
を
想
起
す
る
場
面
が
あ
る
が
、
こ
の
詩
に
つ
い
て
、
『
賢
愚
抄
』
『
太

平
記
抄
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
次
の
よ
う
に
注
解
し
て
い
る
。

　
　
○
朗
詠
集
目
谷
水
洗
花
汲
下
流
而
得
上
寿
老
三
十
余
家
注
日
九
日
翫
菊
詩
序
白
氏
六

　
　
　
帖
日
南
陽
県
有
菊
方
有
流
水
汲
下
流
者
有
三
十
余
家
皆
得
上
寿
云
云
麹
林
文
苑
詩

　
　
　
学
大
成
等
二
詳
二
見
タ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賢
愚
抄
）

　
　
○
詩
学
大
成
云
南
陽
邸
県
有
甘
谷
谷
中
水
甘
美
上
有
大
菊
落
水
従
山
流
下
得
其
滋
液

　
　
　
谷
中
人
家
飲
此
水
上
寿
百
…
十
其
中
百
余
歳
　
　
　
　
　
　
　
（
太
平
記
抄
）

　
右
の
両
者
を
対
比
し
て
み
る
と
、
『
賢
愚
抄
』
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
『
白
氏
六

帖
』
な
ど
を
引
い
た
上
、
『
麺
林
文
苑
』
『
詩
学
大
成
』
に
杢
言
及
し
て
い
る
の

に
対
し
、
『
太
平
記
抄
』
は
、
そ
の
『
詩
学
大
成
』
の
み
を
引
い
て
注
解
と
し

て
い
る
。
こ
の
詩
そ
の
も
の
の
注
釈
と
し
て
は
、
『
賢
愚
抄
』
の
方
が
、
典
拠

を
博
捜
し
、
詳
細
で
勝
っ
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
詩
の
背
景
と

な
っ
て
い
る
話
柄
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
触
れ
る
と
こ
ろ
が
た
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
『
太
平
記
抄
』
は
、
右
の
注
の
前
に
、
「
光
親
卿
関
東
へ
召
下
サ

レ
シ
カ
此
宿
ニ
テ
謙
セ
ラ
ル
」
と
い
う
項
目
を
挙
げ
、
　
「
此
事
不
審
ナ
リ
此
宿

ニ
テ
訣
セ
ラ
レ
シ
人
ハ
別
人
ナ
リ
」
と
す
る
。
そ
し
て
『
東
鑑
』
承
久
三
年
七

月
十
目
条
、
同
十
二
日
条
を
引
き
、
「
中
御
門
入
道
前
中
納
言
」
（
藤
原
宗
行
）

　
　
　
　
　
『
太
平
記
抄
』
に
つ
い
て

が
、
菊
河
駅
の
「
旅
店
之
柱
」
に
右
の
詩
を
書
き
っ
け
た
こ
と
、
光
親
の
方
は
、

甲
斐
国
加
古
坂
で
斬
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
っ
ま
り
『
太
平
記
抄
』
は
、
単
に
典
拠
を
探
索
し
、
引
用
す
る
だ
げ
で
た
く
、

そ
の
典
拠
に
照
ら
し
て
、
『
太
平
記
』
の
本
文
・
内
容
を
考
証
し
、
批
判
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
考
証
・
批
判
は
、
『
太
平
記
抄
』
の
随
所
に
お

い
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、
『
太
平
記
』
巻
四
巻
頭

に
は
、
元
弘
の
変
に
連
座
し
た
後
醍
醐
方
の
公
家
た
ち
が
停
職
や
解
官
の
処
分

　
　
　
　
　
ネ
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ヲ

を
う
げ
、
「
尋
二
桃
源
迩
一
」
「
懐
二
首
陽
愁
一
」
と
あ
る
が
、
　
『
抄
』
は
こ
の

二
つ
の
故
事
の
本
来
の
意
を
説
明
し
た
後
に
、

　
　
○
今
云
ヘ
ル
意
ハ
浮
世
ヲ
ス
テ
・
隠
居
ノ
方
二
取
成
テ
云
ナ
リ

　
　
○
今
モ
官
職
ヲ
停
メ
ラ
レ
テ
飢
二
望
メ
ル
愁
ア
ル
事
ヲ
云
ソ

と
い
う
よ
う
に
、
桃
源
郷
と
か
伯
夷
叔
斉
の
清
廉
と
か
い
っ
た
本
来
の
意
味
か

ら
転
用
し
た
、
『
太
平
記
』
中
で
の
故
事
の
用
い
方
に
言
及
し
て
い
る
。

　
こ
う
い
っ
た
典
拠
と
対
比
し
た
『
太
平
記
』
叙
述
の
批
判
・
考
証
は
、
さ
ら

に
進
ん
で
、
例
え
ぱ
、

　
　
○
幼
君
ノ
為
二
等
　
此
文
体
ノ
コ
ト
ク
ナ
レ
ハ
宋
開
府
カ
幼
君
ノ
タ
メ
ニ
悪
シ
キ
政

　
　
　
ヲ
シ
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
聞
ル
ソ
左
ニ
テ
ハ
無
シ
玄
宗
ノ
初
ヨ
リ
武
功
ヲ
コ
ノ
ミ
…

　
　
　
（
後
略
）
（
巻
二
十
二
）

　
　
○
目
本
開
闘
ハ
白
天
台
山
起
此
ハ
キ
コ
ヘ
サ
ル
文
体
ナ
リ
又
仏
法
ノ
開
ケ
ル
初
ト

　
　
　
云
ハ
ソ
ト
ス
レ
ハ
上
古
ヨ
リ
仏
法
ア
リ
如
何
ト
シ
タ
ル
云
ヒ
ヤ
ウ
ナ
ル
ラ
ソ
知
ラ

　
　
　
ス
（
後
略
）
（
巻
二
十
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
　
　
『
太
平
記
抄
』
に
つ
い
て

と
い
う
よ
う
に
『
太
平
記
』
の
「
文
体
」
（
こ
こ
で
は
書
き
方
・
叙
述
法
ぐ
ら

い
の
意
）
の
批
評
に
及
ん
だ
り
、
或
い
は
、
篠
村
八
幡
宮
に
奉
納
し
た
高
氏
願

書
中
の
語
句
に
つ
い
て

　
　
○
将
以
魚
肉
非
　
コ
レ
ハ
高
氏
ノ
卑
下
ノ
辞
ナ
リ
罪
ハ
薄
也
ト
注
セ
リ
（
巻
九
）

と
し
て
い
る
よ
う
に
、
叙
述
内
容
の
解
釈
に
ま
で
ふ
み
こ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
点
に
お
い
て
、
『
太
平
記
抄
』
の
注
釈
は
、
『
太
平
記
』
の
読
解
・

鑑
賞
の
た
め
の
注
釈
に
近
づ
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
た
、
典
拠
に

照
ら
し
て
、
『
太
平
記
』
叙
述
に
批
判
・
考
証
・
解
説
を
加
え
る
と
い
う
注
釈

の
方
法
は
、
『
賢
愚
抄
』
に
は
、
ま
っ
た
く
見
ら
れ
た
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、

『
太
平
記
抄
』
注
釈
の
大
き
な
特
質
と
し
て
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
ろ
う
。

五

　
『
太
平
記
抄
』
の
注
釈
に
お
い
て
、
も
う
一
つ
目
に
つ
く
の
は
、
著
者
日
性

の
主
体
的
色
彩
な
り
個
性
な
り
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
著
者
の
個
性
と
は
、
典
拠
の
追
求
と
考
証
に
お
け
る
、
ス
ト
ィ

ッ
ク
た
ま
で
の
厳
密
さ
で
あ
る
。

　
著
者
日
性
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
和
漢
に
わ
た
っ
て
典
拠
・
原
典
を
博
捜
し

て
い
る
が
、
な
お
か
つ
そ
れ
が
発
見
で
き
た
い
場
合
に
は
、
す
こ
ぶ
る
卒
直
に
、

「
本
拠
」
未
詳
と
明
記
し
て
い
る
。
例
え
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

　
　
〇
額
牛
前
身
之
僧
界
　
禅
祖
前
身
ハ
横
牛
ナ
リ
ケ
ル
本
拠
ヲ
シ
ラ
ス
（
巻
二
十
四
）

　
　
〇
一
行
阿
閣
梨
ノ
火
羅
国
二
流
（
前
略
）
火
羅
国
へ
流
サ
レ
タ
ル
コ
ト
ハ
多
伝
ヲ

　
　
　
見
ル
ニ
イ
マ
タ
考
ス
（
中
略
）
但
シ
盛
衰
記
五
ニ
ハ
一
行
阿
閣
梨
ハ
無
実
ノ
謹
訴

　
　
　
二
依
テ
火
羅
国
へ
流
サ
レ
給
フ
ト
云
云
本
凱
コ
ソ
有
ラ
メ
ソ
（
巻
二
）

と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
「
本
拠
」
が
あ
る
ら
し
い
の
に
見
付
か
ら
た
い
場
合
に
つ
い
て
は
、

　
　
○
昔
摩
詞
陀
国
ノ
城
中
二
云
云
此
事
ヲ
ハ
三
国
伝
記
ニ
モ
書
タ
ル
ホ
ト
ニ
本
拠
コ

　
　
　
ソ
ア
ル
ラ
メ
ト
思
テ
予
嘗
多
ク
ノ
書
ヲ
尋
見
タ
レ
ト
モ
疎
見
ノ
故
ニ
ヤ
遂
二
尋
ネ

　
　
　
ア
タ
ラ
サ
ル
ソ
但
予
カ
見
サ
ル
ヲ
以
テ
正
ト
ハ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
（
巻
二
十
四
）

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
文
献
博
捜
に
は
自
信
を
持
ち
た
が
ら
も
、
自
ら
の

「
疎
見
ノ
故
」
か
も
知
れ
た
い
か
ら
、
存
在
し
た
い
と
断
ず
べ
き
で
は
た
い
と

す
る
。

　
「
本
拠
」
の
見
当
が
つ
い
た
場
合
で
も
、
自
身
の
眼
で
確
認
し
て
い
た
い
も

の
に
つ
い
て
は
、

　
　
○
窮
鼠
却
噛
猫
抱
朴
子
二
出
タ
リ
ト
余
未
見
本
文
（
巻
四
）

と
い
う
よ
う
に
、
本
拠
未
見
を
明
記
し
て
、
孫
引
き
的
な
記
述
を
排
す
る
き
び

し
さ
を
み
せ
て
い
る
。

　
孫
引
き
に
関
し
て
い
え
ぽ
、
『
賢
愚
抄
』
の
場
合
は
、
往
往
に
し
て
『
増
嚢

抄
』
や
『
下
学
集
』
た
ど
の
辞
書
・
類
書
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
れ
を
明
記
せ
ず
、
自
ら
の
注
解
の
ご
と
く
記
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ

た
が
、
『
太
平
記
抄
』
は
、
そ
の
点
に
っ
い
て
も
厳
格
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、
巻
’



二
十
四
に
、
百
項
目
余
り
の
年
中
行
事
に
関
す
る
注
釈
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
っ

い
て
は
、
ま
ず
最
初
に
、

　
　
○
年
中
行
事
公
事
根
源
抄
ト
テ
一
巻
ア
リ
詳
二
載
タ
ソ
故
二
今
ハ
彼
抄
ノ
意
ヲ
取

　
　
　
テ
略
ツ
テ
書
ス
下
凡
ノ
者
ノ
我
等
式
ノ
知
ル
事
ニ
ハ
非
ス
自
然
ノ
違
ヒ
ア
リ
ト
モ

　
　
　
答
ヲ
ハ
彼
書
ニ
ユ
ツ
リ
玉
フ
ヘ
シ

と
し
て
、
一
条
兼
良
著
の
有
職
故
実
書
『
公
事
根
源
抄
』
を
略
抄
し
て
注
釈
と

す
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

　
し
か
も
、
こ
の
年
中
行
事
に
関
す
る
実
際
の
注
釈
例
を
み
る
と
、
『
公
事
根

源
抄
』
を
略
抄
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
性
の
私
見
を
加
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
少

な
く
た
い
。
例
え
ぱ
、
「
四
方
拝
」
に
っ
い
て
み
る
と
、
『
公
事
根
源
抄
』
の
記

事
を
要
領
よ
く
ま
と
め
て
記
し
た
後
に
、
「
私
云
目
本
紀
第
二
十
四
二
見
タ
リ
」

と
補
足
し
た
り
、
或
い
は
、

　
　
〇
十
二
月
忌
火
ノ
御
飯
ヲ
供
常
ノ
如
シ
此
本
二
朔
日
ヨ
リ
十
八
目
マ
テ
ト
ア
ル
ハ

　
　
　
不
審
ナ
リ

と
い
う
よ
う
に
、
『
太
平
記
』
に
、
「
十
二
月
ニ
ハ
、
自
二
朔
日
一
同
十
八
日
マ
デ

内
膳
司
忌
火
ノ
御
飯
ヲ
供
ズ
」
と
あ
る
こ
と
に
疑
問
を
提
示
し
た
り
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
辞
典
・
類
書
的
た
も
の
か
ら
孫
引
き
を
す
る
場
合
で
も
、
『
太
平

記
抄
』
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
ひ
き
う
っ
す
の
で
は
た
く
、
そ
れ
を
注
釈
書
に

ふ
さ
わ
し
く
ま
と
め
直
し
た
り
、
私
見
を
補
足
し
た
り
し
て
、
統
一
性
と
独
自

の
文
体
を
も
っ
た
自
家
の
注
釈
と
た
し
得
て
い
る
点
に
１
お
い
て
も
、
『
賢
愚
抄
』

　
　
　
　
　
『
太
平
記
抄
』
に
つ
い
て

か
ら
一
歩
出
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
自
ら
を
き
び
し
く
律
し
た
注
釈
態
度
は
、
さ
き
に
引
い
た
よ
う
に
、

宮
中
で
行
わ
れ
る
年
中
行
事
に
っ
い
て
は
、
「
下
凡
ノ
者
ノ
我
等
式
ノ
知
ル
事

ニ
ハ
非
ス
」
と
述
べ
た
り
、
　
「
八
雲
立
出
雲
八
重
垣
」
の
歌
の
注
に
「
此
歌
二

字
妙
句
妙
意
妙
始
終
妙
ト
云
秘
訣
ア
リ
ト
云
云
予
曽
テ
歌
道
ヲ
シ
ラ
サ
ル
故
二

深
ク
シ
ル
サ
ス
」
（
巻
二
十
五
）
と
記
し
た
り
す
る
よ
う
に
、
不
案
内
の
分
野

に
関
し
て
は
、
謙
虚
に
そ
の
こ
と
を
表
白
し
、
み
だ
り
に
私
見
を
加
え
る
こ
と

を
自
戒
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
性
が
意
図
的
に
筆
を
お
さ
え
、
注
を
付
さ
た
い
の
は
、
必

ず
し
も
不
案
内
の
分
野
で
あ
る
場
合
に
，
隈
ら
ず
、
い
く
っ
か
の
ヶ
ー
ス
が
み
う

げ
ら
れ
る
。
例
え
ぱ
、

　
　
○
策
ヲ
惟
握
ノ
中
二
運
シ
等
張
良
カ
伝
ノ
辞
ソ
常
ノ
事
ナ
レ
ハ
注
セ
ス
（
巻
三
）

と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
こ
と
が
当
時
の
常
識
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
や
、

　
　
○
飽
鄭
白
之
衣
食
　
班
孟
堅
両
都
賦
目
（
中
略
）
李
善
カ
注
二
詳
ナ
レ
ト
モ
廣
博
ナ

　
　
　
ル
故
不
記
（
巻
十
二
）

と
い
う
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
も
長
文
の
引
用
に
な
る
場
合
な
ど
で
あ
る
。
こ
の

あ
た
り
に
も
、
知
っ
て
い
る
こ
と
、
調
査
し
た
こ
と
を
、
す
べ
て
記
す
の
で
は

な
い
と
い
う
著
者
日
性
の
見
識
が
う
か
が
え
よ
う
。

　
右
に
み
て
き
た
よ
う
な
目
性
の
き
び
し
い
実
証
的
、
学
問
的
注
釈
態
度
に
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

い
て
は
、
す
で
に
増
田
氏
が
詳
し
く
論
及
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
　
『
太
平
記
抄
』
に
つ
い
て

『
太
平
記
抄
』
の
特
性
と
し
て
、
見
逃
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、

ふ
れ
て
み
た
わ
げ
で
あ
る
。

少
し
く

　
　
　
　
六

　
『
太
平
記
抄
』
の
目
立
っ
た
特
徴
と
し
て
、
も
う
一
つ
挙
げ
て
お
か
ね
ぱ
な

ら
な
い
の
は
、
本
書
が
、
「
…
ゾ
」
と
い
う
文
末
措
辞
を
中
心
と
し
た
、
抄
物

的
な
文
体
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
巻
一
か
ら
例
を
挙
げ
て
み

る
と
、

　
　
〇
一
朝
一
夕
之
故
　
周
易
ノ
語
ソ
意
ハ
由
来
ノ
久
キ
事
ヲ
云
ソ
易
ノ
次
ノ
句
二
其
所

　
　
　
由
来
者
漸
柔
ト
ア
ル
ソ

　
　
〇
三
千
寵
愛
在
一
身
　
長
恨
歌
ソ
辞
ソ
寵
ハ
重
也
又
ハ
崇
尊
ノ
義
ニ
モ
用
タ
ソ
毛
詩

　
　
　
ノ
注
二
見
タ
ソ

と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
あ
る
。

　
多
く
の
抄
物
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
「
…
ゾ
」
体
と
共
に
、
「
…
ナ
リ
」
体

も
併
用
さ
れ
て
い
る
が
、
「
…
ゾ
」
体
の
多
用
に
よ
っ
て
、
本
書
に
、
親
し
み

や
す
い
一
種
の
口
語
的
性
格
が
賦
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
ち
が
い
の
た
い

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
「
…
ゾ
」
体
を
と
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
次
の
注
釈
の
傍
点

を
付
し
た
都
分
な
ど
の
よ
う
に
、
世
話
に
や
わ
ら
げ
た
言
い
ま
わ
し
も
、
い
か

に
も
抄
物
的
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

　
　
○
江
都
カ
軽
捷
　
朗
詠
云
江
都
之
好
勤
捷
也
七
尺
屏
風
其
徒
高
菅
三
品
カ
作
ナ
リ
江

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
都
王
カ
早
ワ
サ
ヲ
シ
タ
ル
コ
ト
ソ
（
後
略
）
（
巻
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
ｖ
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
○
逆
旅
　
僧
公
二
年
伝
云
逆
旅
客
舎
也
タ
ヒ
ノ
ヤ
ト
リ
ト
云
義
ソ
（
巻
二
）

　
さ
ら
に
、
例
え
ば

　
　
○
天
ノ
河
　
テ
ソ
ノ
カ
ワ
弁
才
天
ノ
マ
シ
マ
ス
ト
ヤ
ラ
ソ
（
巻
七
）

　
　
○
怪
力
乱
神
論
語
ノ
語
ナ
リ
怪
異
ト
テ
ア
ヤ
シ
キ
事
ナ
リ
（
中
略
）
神
ト
ハ
人
ハ

　
　
　
死
シ
テ
神
ト
ナ
ル
ト
ノ
義
ヲ
ハ
多
ク
言
テ
所
用
ナ
シ
ト
テ
孔
子
ハ
仰
ラ
レ
タ
リ

　
　
　
（
巻
九
）

と
い
う
よ
う
た
、
ど
こ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
表
現
は
、
本
書
の
魅
力
の
一
っ
と
も

な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
講
義
口
調
の
文
体
は
、
本
来
、
漢
籍
・
仏
典
・
国
書
な
ど
に
っ
い

て
、
口
頭
に
よ
る
講
義
・
講
釈
が
行
わ
れ
て
、
そ
れ
を
聴
講
者
が
筆
録
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
抄
物
に
は
、
そ
う
し
た

実
際
の
講
義
の
聞
書
が
少
た
く
た
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
だ
か
ら

こ
そ
抄
物
は
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
口
語
資
料
と
し
て

重
要
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
承
知
の
よ
う
に
抄
物
の
中
に
。
は
、
講
義
口
調
の
文
体
を
採
っ
て
は

い
る
が
、
実
際
の
講
義
の
聞
書
で
は
な
い
も
の
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

講
義
の
た
め
に
講
者
自
身
が
作
成
し
た
注
釈
の
草
案
・
ノ
ー
ト
の
類
の
場
合
も

あ
る
し
、
講
義
と
は
か
か
わ
り
た
く
、
講
義
口
調
で
書
き
お
ろ
し
た
注
釈
の
場

合
も
あ
る
。



　
『
太
平
記
妙
』
の
場
合
は
、
さ
き
に
１
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
著
老
日
性
が
要
法

寺
に
－
お
い
て
、
公
家
や
僧
侶
な
ど
を
相
手
に
１
、
し
ぱ
し
ぱ
内
典
・
外
典
の
講
釈

を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
彼
が
『
太
平
記
』
を
抄
し
て
講
釈
を
行
い
、

そ
れ
を
聴
講
者
が
筆
録
し
て
ま
と
め
た
と
い
う
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
か
ろ
う
。

　
し
か
し
、
目
性
が
『
太
平
記
』
の
講
釈
を
行
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
見
当

ら
な
い
し
、
『
太
平
記
抄
』
そ
の
も
の
を
み
て
も
、
口
頭
の
講
義
を
そ
の
ま
ま

筆
録
し
た
に
し
て
は
、
文
語
的
色
彩
が
強
い
よ
う
に
恵
わ
れ
、
構
成
や
文
体
の

統
一
性
、
首
尾
の
一
貫
性
な
ど
か
ら
考
え
て
も
、
は
じ
め
か
ら
注
釈
書
と
し
て

書
き
お
ろ
さ
れ
た
可
能
性
が
最
も
強
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
っ
ま
り
『
太
平

記
抄
』
は
、
目
性
が
、
親
し
み
や
す
い
講
義
口
調
を
と
り
入
れ
て
書
き
お
ろ
し

た
、
抄
物
的
ス
タ
ィ
ル
の
注
釈
書
で
あ
る
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か

と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
『
太
平
記
抄
』
は
、
先
行
の
『
賢
愚
抄
』
か
ら

影
響
を
受
け
つ
っ
も
、
そ
れ
を
量
質
両
面
で
、
は
る
か
に
超
え
る
注
釈
書
と
な

り
得
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
典
拠
を
博
捜
し
た
上
で
、

そ
れ
を
『
太
平
記
』
本
文
と
照
合
・
批
判
し
、
『
太
平
記
』
の
内
容
理
解
に
ふ

み
こ
ん
だ
注
解
を
付
し
て
い
る
こ
と
や
、
典
拠
の
追
求
や
考
証
・
批
判
に
お
げ

る
厳
密
な
学
問
的
態
度
た
ど
は
、
近
世
初
頭
と
い
う
時
期
を
考
え
れ
ぱ
、
驚
嘆

す
べ
き
事
実
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
『
太
平
記
抄
』
に
つ
い
て

　
し
た
が
っ
て
、
『
太
平
記
抄
』
は
、
中
世
・
近
世
に
お
け
る
『
太
平
記
』
研

究
史
の
上
で
、
ピ
ー
ク
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
代
に
い
た
る
ま
で
、
後

続
の
諾
注
釈
に
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
と
い
わ
ね
ぱ
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
『
抄
』
と
い
え
ど
も
、
例
え
ぱ
、
前
記
し
た
よ
う
に
、
『
賢
愚

抄
』
の
誤
り
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
り
、
小
野
算
を
「
道
風
カ
子
ナ
リ
」

（
巻
四
、
道
風
は
隻
の
孫
）
と
す
る
よ
う
な
、
誤
謬
や
不
備
の
存
す
る
こ
と
は

免
れ
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
著
者
目
性
の
責
と
い
う
よ
り
は
、
意
欲
的

で
、
大
部
な
注
釈
の
持
っ
宿
命
み
た
い
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
ま
た
、
『
太
平
記
』
所
引
の
故
事
と
、
典
拠
と
し
た
原
典
と
の
問
に
、
ず
れ

や
相
違
が
み
ら
れ
る
場
合
、
『
抄
』
は
、
『
太
平
記
』
作
者
の
引
き
誤
り
と
し
て

批
判
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
点
は
前
述
し
た
が
、
そ
こ
に
は
、
故
事
説
話

と
い
う
も
の
が
、
流
動
・
変
遷
す
る
こ
と
を
本
質
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

視
点
が
欠
げ
て
い
る
こ
と
は
、
増
田
欣
氏
の
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
故
事
説
話
の
流
動
性
や
、
中
国
の
原
典
・
原
話
と
作
品
と
の
問
に

介
在
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
研
究
老
の
関
心
が
強
く
向
げ
ら
れ
る
よ
う
に
た
っ

た
の
は
、
実
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
り
、
ほ
か
た
ら
ぬ
増
田
氏
ら
に
よ
っ
て
開
拓

．
推
進
さ
れ
た
新
し
い
研
究
視
点
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
『
抄
』

が
、
そ
う
し
た
視
点
を
欠
い
て
い
る
の
は
、
「
注
釈
的
研
究
の
た
め
に
そ
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

環
と
し
て
行
わ
れ
る
出
典
考
証
と
い
う
も
の
の
隈
界
」
を
示
す
と
同
時
に
、
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
　
『
太
平
記
抄
』
に
つ
い
て

代
的
な
制
約
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
近
世
の
注
釈
・
評
論
書
『
太
平
記
大
全
』
（
ニ
ハ
五
九
年
刊
）
や
『
太
平
記

綱
目
』
（
ニ
ハ
六
八
年
刊
）
た
ど
が
、
『
太
平
記
妙
』
の
注
釈
を
収
載
し
て
い
る

の
を
は
じ
め
、
本
書
が
後
代
に
及
ぽ
し
た
影
響
の
考
察
と
か
、
本
書
が
注
釈
の

対
象
と
し
た
『
太
平
記
』
本
文
を
特
定
す
る
こ
と
と
か
、
た
お
精
査
を
要
す
る

課
題
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
他
日
を
期
す
こ
と
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
こ

こ
で
『
太
平
記
抄
』
の
紹
介
・
検
討
の
筆
を
お
き
た
い
と
思
う
。

　
注

　
◎
　
中
世
に
お
げ
る
『
太
平
記
』
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
雑
誌
「
太
平
記
研
究
」
一

　
　
号
（
昭
４
６
・
１
２
）
、
六
号
（
昭
５
４
・
９
）
、
七
号
（
昭
５
７
．
１
２
）
に
「
『
太
平
記
』
研

　
　
究
史
一
中
・
近
世
篇
Ｈ
～
嘗
１
」
と
し
て
掲
載
し
、
拙
著
『
太
平
記
享
受
史
論
考
』

　
　
（
昭
６
０
・
５
）
第
一
章
第
三
節
に
収
め
た
。
旧
稿
と
は
こ
の
研
究
史
を
指
し
、
本
稿

　
　
は
、
そ
の
後
を
承
け
た
近
世
篇
の
最
初
の
も
の
に
あ
た
る
。

　＠＠＠◎¢ゆゆ＠＠＠
川
瀬
一
馬
氏
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』
（
昭
４
２
．
１
２
）
。

釜
田
喜
三
郎
氏
『
太
平
記
Ｈ
』
（
目
本
古
典
文
学
大
系
３
４
、
昭
３
５
．
１
）
解
説
。

高
橋
貞
一
氏
『
太
平
記
諸
本
の
研
究
』
（
昭
５
５
．
４
）
。

長
谷
川
端
氏
、
鑑
賞
日
本
の
古
典
１
３
『
太
平
記
』
解
題
（
昭
５
５
．
６
）
。

注
◎
に
同
じ
。

新
村
出
氏
「
要
法
寺
版
の
研
究
」
（
『
典
籍
叢
談
』
所
収
、
大
１
４
．
１
０
）
。

『
大
日
本
史
料
』
第
十
二
編
之
十
三
、
慶
長
十
九
年
二
月
二
十
六
目
条
所
引
。

注
　
に
同
じ
。
’

伊
藤
正
義
氏
「
謡
抄
考
（
上
・
中
・
下
）
」
（
「
文
学
」
昭
５
２
．
ｕ
～
昭
５
３
．
１
）
。

増
田
欣
氏
「
語
り
物
の
諸
相
太
平
記
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
６
１
．
４
）
。

注
¢
に
同
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

＠
　
加
賀
で
の
陽
翁
に
つ
い
て
は
、
大
山
修
平
氏
「
「
太
平
記
読
み
」
に
関
す
る
一
考

　
察
－
加
賀
藩
に
お
げ
る
そ
の
実
態
１
」
（
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
６
号
、
昭
５
３
．

　
３
）
に
詳
し
い
。

＠
長
谷
川
端
氏
「
太
平
記
音
義
」
（
『
目
本
古
典
文
学
大
辞
典
」
第
四
巻
、
昭
５
９
．

　
７
）
所
引
に
よ
る
。

＠
亀
田
純
一
郎
氏
「
太
平
記
・
増
鏡
研
究
史
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
１
０
．
４
）
。

＠
高
木
武
氏
「
太
平
記
抄
」
（
『
目
本
文
学
大
辞
典
』
皿
、
昭
８
．
４
）
。

＠
　
注
＠
に
同
じ
。

＠
　
釜
田
喜
三
郎
氏
「
研
究
史
物
語
」
（
日
本
古
典
鑑
賞
講
座
１
２
『
太
平
記
．
曽
物
我

　
語
・
義
経
記
』
昭
３
５
・
２
）
。

＠
増
田
欣
氏
『
「
太
平
記
」
の
比
較
文
学
的
考
察
』
（
昭
５
１
．
３
）
。

ゆ
注
◎
に
同
じ
。

＠
注
◎
に
同
じ
。

ゆ
　
注
＠
に
同
じ
。

＠
注
＠
に
同
じ
。

ゆ
　
注
＠
に
同
じ
。
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